
１　本年度の重点目標

２　本年度の経営方針

３　学校関係者評価　　　　　　　　　　　「A＝十分である」、「B＝概ね十分である」、「C＝不十分である」、「D＝改善を要する」

分野・領域 評　　価　　項　　目
自己評価
の適切さ

改善に向けた
取組の適切さ

ご意見等

今年度の学校経営方針・シラバスに則って教育を展開している。 Ｂ Ｂ

全職員が一体となって学校運営・教育を推進している。 Ａ Ｂ

効果的な研修計画を立案し、研修の成果の共有・実践ができている。 Ｂ Ｂ

法令遵守・服務規律の保持に係り、適正な勤務管理に努めている。 Ａ Ａ

フィールド制教育課程の管理に係り、検証・改善に努めている。 Ｂ Ｂ

生徒の学習意欲の向上及び学習習慣の確立を図っている。 Ａ Ａ

特別活動 学校行事やＨＲ活動・部活動等の充実に向けた指導が十分である。 Ｂ Ｂ
コロナのため、行事等が中止になり
残念でした。

その場に応じた適切な生徒対応・生徒指導に努めている。 Ａ Ａ

いじめの根絶に向けて、厳しくも温かい指導を図っている。 Ａ Ａ

生徒の悩みに親身に相談にのるなど、生徒の状況把握に努めている。 Ａ Ａ

欠席・遅刻・早退など、生徒の健康管理に対する指導が十分である。 Ａ Ａ

３年間を見通して、生徒のキャリア発達の促進を図っている。 Ｂ Ｂ

進路実現に向けて、適切な助言や具体的な指導を行っている。 Ａ Ａ

特別支援教育 主体的に研修に取り組み、特別支援教育の円滑な推進に努めている。 Ｂ Ｂ

施設設備 校舎内外の環境整備に努め、施設設備の安全・安心の確保を図っている。 Ａ Ａ

保護者や地域住民との積極的な連携・交流に努めている。 Ａ Ａ

日ごろの教育実践を保護者や地域住民にわかりやすく伝えている。 Ｂ Ｂ

　　学校評議員による評価の集計

令和２年度学校評価　「学校関係者評価票」

学校名　　北海道千歳北陽高等学校

ア　基本的生活習慣の確立
イ　基礎学力の定着・向上
ウ　進路指導の充実
エ　生徒会活動・部活動の活性化

　ア　生徒理解と信頼関係に基づく個に応じた指導をめざす。
　イ　生徒個々の学力の定着・向上、進路実現をめざす。
　ウ　家庭、地域から信頼され、必要とされる学校をめざす。
　エ　学校課題解決に向けた教職員の協働体制の確立をめざす。
　オ　働き方改革を推進し、教職員の心身の健康の保持増進をめざす。

学校経営
教育目標

資質向上
服務規律

教育課程
学習指導

少人数教育及びモジュール授業の導
入など、新たな取組が学習意欲の向
上につながっている。

生徒指導
い じ め

教育相談
保健安全

キャリア教育

進路指導

工業クラブや専門学校との連携が、
生徒の進路ビジョン構築に功奏して
いる。
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